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　道内開拓の礎を築き、樺戸監獄に殉じた人々の追
悼式を次のとおり執り行います。

開催日　８月 31 日（木）
時　間　午後２時から
場　所　樺戸監獄物故者慰霊碑前
　　　　（月形町南耕地　篠津山霊園）

総務課総務係☎　 53・2321
Ｅメール　somu@town.tsukigata.hokkaido.jp

※荒天の場合は多目的研※荒天の場合は多目的研
　修センターで行います　修センターで行います

問合せ先
ＩＰ

内
と
確
認
書
を
お
送
り
い
た
し
ま

す
。
確
認
書
に
記
入
し
、
左
記
の

問
合
せ
先
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

令
和
５
年
１
月
２
日
以
降
に
月

形
町
に
転
入
し
た
世
帯
お
よ
び
令

和
５
年
度
分
の
住
民
税
を
申
告
を

し
て
い
な
い
世
帯
は
、
申
請
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
左
記
の
問
合

せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

提�

出
書
類　

確
認
書
ま
た
は
申
請

書
（
申
請
書
に
は
非
課
税
証
明

書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
）

提�

出
期
限　

令
和
５
年
12
月
29
日

㈮
ま
で

問�

合
せ
先　

保
健
福
祉
課
地
域
福

祉
係
（
保
健
福
祉
総
合
セ
ン

　

タ
ー
内
）
☎
ＩＰ
53
・
３
１
５
５

くらし
住
民
税
非
課
税
世
帯
に

３
万
円
を
給
付
し
ま
す

　

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
な
ど
の

価
格
高
騰
に
よ
る
負
担
増
を
踏
ま

え
、
特
に
家
計
へ
の
影
響
が
大
き

い
低
所
得
世
帯
（
令
和
５
年
度
住

民
税
非
課
税
世
帯
）
に
対
し
、
１

世
帯
当
た
り
３
万
円
の
給
付
金
を

給
付
し
ま
す
。

給
付
対
象
者

　

令
和
５
年
６
月
１
日
時
点
で
月

形
町
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
か
つ
、

世
帯
全
員
の
令
和
５
年
度
分
の
住

民
税
均
等
割
が
非
課
税
で
あ
る
世

帯※
生
活
保
護
世
帯
も
対
象
と
な
り

ま
す

申
請
方
法

　

対
象
と
な
る
世
帯
に
は
９
月
頃

に
、
月
形
町
か
ら
給
付
に
係
る
案

　

高
齢
者
な
ど
の
運
転
免
許
返
納

に
係
る
手
続
き
の
負
担
軽
減
を
目

的
と
し
て
、
運
転
免
許
自
主
返
納

窓
口
を
次
の
と
お
り
開
設
し
ま

す
。

　

自
主
返
納
に
関
す
る
相
談
の
ほ

か
、
自
主
返
納
さ
れ
る
方
に
商
品

券
を
交
付
す
る
支
援
事
業
の
申
請

も
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

実�

施
日
時　

８
月
22
日
㈫
午
前
10

くらし
運
転
免
許
自
主
返
納

窓
口
を
開
設
し
ま
す

時
～
午
後
２
時

場�

所　

月
形
町
役
場
１
階
町
民
サ

ロ
ン

持
ち
物

●
運
転
免
許
証
を
返
納
す
る
場
合

　

�

運
転
免
許
証
（
有
効
期
限
が
切

れ
た
場
合
は
、
自
主
返
納
で
き

ま
せ
ん
）

●�

運
転
経
歴
証
明
書
の
交
付
を
希

望
さ
れ
る
場
合
（
運
転
免
許
証

の
代
わ
り
と
な
る
身
分
証
明

書
）

　

�

①
収
入
証
紙
１
１
０
０
円
、
②

収
入
証
紙
代
金
の
振
込
を
希
望

す
る
通
帳
、
③
申
請
用
写
真
１

枚
（
縦
３
㎝
×
横
２
・
４
㎝
、

撮
影
後
６
カ
月
以
内
、
無
帽
、

正
面
、
顔
写
真
、
無
背
景
）、

④
印
鑑

そ
の
他

●�

行
政
処
分
の
手
続
き
中
の
方
は

運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

●�

自
主
返
納
を
希
望
さ
れ
る
ご
本

人
が
お
越
し
く
だ
さ
い

●�

運
転
免
許
を
自
主
返
納
さ
れ
た

場
合
、
車
の
運
転
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
の
で
帰
り
の
交
通
手

段
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

問
合
せ
先　

総
務
課
危
機
管
理
係

　

☎
ＩＰ

53
・
２
３
２
１

　

第３回定例会開催のお知らせ
傍聴へお気軽においでください

　令和５年第３回月形町議会定例会が、次の日程で
開催される予定です。
　傍聴するための手続きは簡単で、傍聴人受付票に
住所と氏名を記入するのみです。

問合せ先　議会事務局　☎　　53・２３２１（内線 372）ＩＰ

日時　９月５日㈫～９月12日㈫  午前10 時から
　　　※�日程は休会を含め都合により変更する

場合がありますのでご承知おきくださ
い

場所　役場３階議場
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８
月
31
日
㈭
は
、
個
人
事
業
税

第
１
期
の
納
期
限
で
す
。

●�

８
月
８
日
㈫
に
納
税
通
知
書
を

送
付
し
ま
す

●�

納
期
は
８
月
（
第
１
期
）
と
11

月
（
第
２
期
）
の
２
期
に
分
か

れ
て
い
ま
す
。
※
年
額
が
１
万

円
以
下
の
場
合
は
、
８
月
の
１

期
の
み
で
す

●�
年
の
中
途
で
事
業
を
辞
め
た
方

の
納
期
は
、
別
に
指
定
し
ま
す

問�

合
せ
先　

空
知
総
合
振
興
局
納

税
課
☎
20
・
０
０
５
５

８
月
31
日
㈭
個
人
事
業

税
の
納
期
限（
第
１
期
）

くらし

くらし
ス
マ
ホ
を
活
用
し
よ
う

「
ス
マ
ホ
教
室
」を
開
催

　

町
で
は
、
次
の
と
お
り
高
齢
者

を
対
象
に
「
ス
マ
ホ
教
室
」
を
開

催
し
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

操
作
に
不
安
や
疑
問
が
あ
る
方
は

申
し
込
み
の
上
、
ぜ
ひ
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

実
施
日
時
・
内
容

●�

第
１
回　

８
月
29
日
㈫
午
後
２

時
～
午
後
５
時

　

�

内
容　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
ラ
イ
ン
）

の
使
い
方
、
ア
プ
リ
の
イ
ン
ス

ト
ー
ル
方
法
な
ど

●�

第
２
回　

９
月
19
日
㈫
午
後
２

時
～
午
後
５
時

　

�

内
容　

ス
マ
ホ
の
防
犯
対
策
、

ス
マ
ホ
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
活
用
な
ど

場
所　

月
形
町
交
流
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

無
料

対
象
者　

60
歳
以
上
の
町
民

申
込
期
限　

８
月
22
日
㈫

申�

込
・
問
合
せ
先　

総
務
課
危
機

管
理
係
☎
ＩＰ
53
・
２
３
２
１

※�

申
込
多
数
の

場
合
は
抽
選

と
な
り
ま
す

くらし
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に

関
す
る
お
知
ら
せ

　

各
施
設
、
事
業
所
な
ど
に
お
い

て
、
水
道
か
ら
供
給
さ
れ
る
水
だ

け
を
一
度
受
水
槽
に
溜
め
て
か
ら

供
給
す
る
水
道
の
う
ち
、
受
水
槽

の
有
効
容
量
の
合
計
が
10
立
方

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
を
「
簡

易
専
用
水
道
」
と
言
い
ま
す
。

　
「
簡
易
専
用
水
道
」
の
設
置
者

は
、
水
道
法
の
規
定
に
よ
り
、
地

方
公
共
団
体
の
機
関
ま
た
は
厚
生

労
働
大
臣
の
登
録
を
受
け
た
検
査

くらし
簡
易
専
用
水
道
検
査
の

お
知
ら
せ

くらし
L
P
ガ
ス
利
用
者
の

た
め
の
緊
急
支
援
事
業

　

北
海
道
で
は
、
L
P
ガ
ス
料
金

上
昇
の
影
響
を
受
け
て
い
る
利
用

者
の
皆
様
の
負
担
軽
減
を
図
る
た

め
、
L
P
ガ
ス
販
売
事
業
者
の

方
々
が
実
施
す
る
料
金
値
引
き
を

支
援
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
事
業
は
、
販
売
事
業
者
か
ら

の
申
請
に
基
づ
き
支
援
す
る
仕
組

み
と
し
て
い
る
た
め
、
L
P
ガ
ス

利
用
者
の
皆
様
に
支
援
が
広
く
行

き
届
く
よ
う
、販
売
事
業
者
の
方
々

に
は
積
極
的
に
申
請
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

対
象　

L
P
ガ
ス
販
売
事
業
者

申
請
受
付
期
限　

８
月
31
日
㈭

問�

合
せ
先　

北
海
道
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
補

助
金
セ
ン
タ
ー
☎
０
１
２
０
・

　

�

５
７
６
・
４
４
０
（
土
日
、
祝

日
除
く
）

　

令
和
５
年
10
月
１
日
か
ら
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
の
開
始
に
伴
い
、
上

水
道
お
よ
び
下
水
道
事
業
で
は
課

税
事
業
者
に
限
り
必
要
に
応
じ
て

適
格
請
求
書
を
発
行
い
た
し
ま

す
。
上
水
道
料
金
と
下
水
道
使
用

料
の
適
格
請
求
書
の
発
行
を
必
要

と
す
る
課
税
事
業
者
の
み
な
さ
ま

は
、「
適
格
請
求
書
等
発
行
依
頼

書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
発

行
依
頼
書
は
月
新
水
道
企
業
団
お

よ
び
役
場
住
民
課
生
活
環
境
係
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。
各
窓
口
に
も
備
え

付
け
て
お
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

提�

出
方
法　

発
行
依
頼
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
直
接
持
参
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
ま
た
は

郵
送
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

上
水
道
料
金
と
下
水
道
使
用
料

で
提
出
先
が
異
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い

提
出
・
問
合
せ
先

　

�（
上
水
道
）
月
新
水
道
企
業
団

総
務
会
計
係
☎
ＩＰ
53
・
２
３
６

　

５

　

F
A
X　

53
・
２
８
８
２

　

E
メ
ー
ル　

suido@
tow

n. tsu

　

kigata.hokkaido.jp

　

�（
下
水
道
）
住
民
課
生
活
環
境

係
☎
ＩＰ
53
・
２
３
２
３

　

F
A
X　

53
・
４
３
７
３

　

E
メ
ー
ル　

jum
in_kankyo@

　

tow
n.tsukigata.hokkaido.jp

くらし
毎
月
19
日
は

「
道
民
育
児
の
日
」で
す

　

子
育
て
中
の
職
員
が
所
定
の
時

間
に
退
社
し
、
家
族
と
ふ
れ
あ
い
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
時

間
を
持
つ
こ
と
は
、
家
族
の
絆
を

強
め
る
と
と
も
に
、
安
心
し
て
子

ど
も
を
生
み
育
て
、
子
ど
も
た
ち

が
健
や
か
に
成
長
す
る
上
で
、
大

変
大
き
な
意
義
を
持
つ
も
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
道
内
の
幅
広
い

団
体
や
企
業
な
ど
の
参
加
の
下
で

平
成
18
年
10
月
22
日
に
子
育
て
支

援
の
全
道
的
組
織
と
し
て
結
成
さ

れ
た
「
北
海
道
す
き
や
き
隊
（
子

育
て
応
援
団
）」
が
、
そ
の
活
動

の
一
つ
と
し
て
、毎
月
19
日
を
「
道

民
育
児
の
日
」
と
し
て
定
め
、「
子

育
て
し
や
す
い
環
境
」
を
つ
く
る

取
組
を
北
海
道
全
体
で
拡
げ
て
い

く
た
め
、
企
業
、
団
体
お
よ
び
全

て
の
道
民
が
家
庭
や
育
児
に
関
し

て
考
え
行
動
す
る
日
と
し
、
そ
の

普
及
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

問�

合
せ
先　

北
海
道
保
健
福
祉
部

子
ど
も
政
策
局
子
ど
も
政
策
企

画
課
政
策
企
画
係
☎
０
１
１
・

　

２
０
６
・
６
３
０
９

機
関
に
お
い
て
、
年
に
１
回
以
上

の
検
査
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

昨
年
度
、
月
新
水
道
企
業
団
の

検
査
を
受
け
た
事
業
所
な
ど
に

は
、
検
査
に
つ
い
て
の
通
知
を
し

て
い
ま
す
が
、
今
年
度
、
新
た
に

月
新
水
道
企
業
団
に
よ
る
検
査
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
左
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�

合
せ
先　

月
新
水
道
企
業
団
工

務
係
☎
ＩＰ

53
・
２
３
６
５
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募集種目 受験資格 受付期限 試験期日

航空
学生

海：18 歳 以 上 23 歳
未満の方（高卒者（見
込含）または高専３
年次修了者（見込含））
空：18 歳 以 上 21 歳
未満の方（高卒者（見
込含）または高専３
年次修了者（見込含））

９月７日 ９月 18 日

第２回
一般曹
候補生

18 歳以上 33 歳未満
の方（32 歳の方は、
採用予定月の末日現
在、33 歳に達してい
ない方）

９月５日

９月 15 日
～ 17 日

※（いずれ
か 1 日）

第２・
３回自
衛官候
補生

18 歳以上 33 歳未満
の方（32 歳の方は、
採用予定月の末日現
在、33 歳に達してい
ない方）

第２回：
８月18日
第３回：
９月５日

第 2 回：
8 月 25 日
～ 27 日
第３回：

９月 22 日
～ 28 日

※（いずれ
か１日）

防災対策専門員による防災講座
～風水害の備え～

　

北
海
道
警
察
で
は
、
警
察
官
採

用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。「
誰
か

の
役
に
立
ち
た
い
」
そ
ん
な
思
い

を
持
っ
て
い
る
方
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

採�

用
予
定
人
数　

２
０
０
人
程
度
、

大
学
卒
50
人
（
内
女
性
15
人
）、

大
学
卒
以
外
１
５
０
人
（
内
女

性
35
人
）
程
度

受
付
期
限　

８
月
18
日
㈮

一
次
試
験　

９
月
19
日
㈫

問
合
せ
先　

岩
見
沢
警
察
署
☎
22

　

・
０
１
１
０

募　集
北
海
道
警
察
官
を

募
集
し
ま
す

募　集
道
の
駅
の
登
録
を

目
指
し
名
称
を
募
集

　

令
和
６
年
秋
の
道
の
駅
登
録
を

目
指
し
、
沢
山
の
方
に
親
し
ま
れ

る
名
称
を
募
集
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

応
募
期
間　

８
月
15
日
㈫
ま
で

応�

募
資
格　

ど
な
た
で
も
応
募
で

き
ま
す
が
、
応
募
は
１
人
１
点

と
し
ま
す
。

応�

募
方
法
「
応
募
用
紙
」
を
役
場

企
画
振
興
課
窓
口
へ
持
参
、
郵

送
（
当
日
消
印
有
効
）
ま
た
は

メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
送
付
し
て

い
た
だ
き
応
募
願
い
ま
す
。「
応

募
用
紙
」
は
役
場
企
画
振
興
課

窓
口
、
町
民
サ
ロ
ン
に
設
置
し

て
あ
る
ほ
か
、
月
形
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま

す
。

　

�　

詳
細
は
７
月
５
日
号
広
報
の

チ
ラ
シ
ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

�https://w
w

w
.tow

n.tsukigata.
hokkaido.jp/7611.htm

問�

合
せ
先　

企
画
振
興
課
地
域
振

興
係
☎
ＩＰ
53
・

２
３
２
５

　今年６月に梅雨前線による大雨および台風２号が
発生して、全国で 8,000 棟を超える床上 ･ 床下浸水が
発生し、49 人の死傷者も確認されています。北海道
においては、毎年８月から９月にかけて台風が上陸
するため、注意が必要です。大雨や台風に備えて事
前の安全対策を、再確認しましょう。
１　�テレビ・ラジオなどで気象情報を注意して確認

しましょう。
２　事前に避難場所、避難経路を確認しましょう。
３　�屋根、アンテナ、煙突などの点検･補強をしましょ

う。
４　�側溝のごみや土砂を取り除き、雨水の排水をよ

くしておきましょう。
　日頃から実施できることばかりなので、いざとい
う時に慌てないように事前の準備を行いましょう。

■ 飲酒運転の根絶
　飲酒運転による事故が後を絶ちません。運転者
はもちろん、同乗者は運転者の飲酒状況を把握し、
二日酔いの状態を含め絶対に運転させないように
しましょう。

■ 自転車の交通違反防止　信号無視
　自転車は車両等の「等」に含まれ、車と同様に
信号を守らなければなりません。自転車の走行は

「車道が原則」で、車道走行中に
従うべき信号機は「車両用の信号
機」になります。違反すると３カ
月以下の懲役または５万円以下の
罰金が科されます。

問合せ先
　月形町交通安全推進協会（総務課危機管理係）
　☎ IP□ 53・2321

交通ルールを守ろう交通ルールを守ろう
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岩
見
沢
保
健
所
で
は
、
こ
こ
ろ

の
健
康
問
題
を
抱
え
る
人
や
そ
の

家
族
な
ど
に
対
し
て
、
２
カ
月
に

一
度
、
精
神
科
医
師
に
よ
る
「
こ

こ
ろ
の
健
康
相
談
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

８
月
の
相
談
に
つ
い
て
は
次
の

と
お
り
で
す
。

実
施
日　

８
月
17
日
㈭

時
間　

午
後
１
時
～
午
後
３
時

実
施
場
所　

岩
見
沢
保
健
所

実�

施
内
容　

精
神
科
医
師
と
の
面

接
相
談

申�

込
方
法　

実
施
日
前
日
の
正
午

ま
で
に
、
申
込
先
に
電
話
で
予

約
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
多
数

の
場
合
は
、
別
日
で
調
整
さ
せ

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す

そ�
の
他　

保
健
師
と
の
電
話
や
面

接
で
の
相
談
は
、
随
時
行
っ
て

い
ま
す
（
平
日
午
前
９
時
～
午

後
５
時
）

申�

込
・
問
合
せ
先　

岩
見
沢
保
健

所
健
康
推
進
課
健
康
支
援
係（
岩

見
沢
市
８
条
西
５
丁
目
）
☎
20
・

　

０
１
２
２

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
の

実
施
に
つ
い
て

健　康

　

５
月
25
日
、
毛
利
隆
さ
ん
（
北

農
場
１
）
が
、
北
海
道
交
通
安
全

指
導
員
連
絡
協
議
会
の
役
員
を
４

年
に
わ
た
り
務
め
た
こ
と
に
対

し
、
ま
た
、
高
田
美
香
さ
ん
（
札

比
内
３
）
が
お
よ
そ
20
年
の
長
き

に
わ
た
り
交
通
安
全
に
貢
献
さ
れ

た
こ
と
に
対
し
、
こ
の
た
び
北
海

道
交
通
安
全
指
導
員
連
絡
協
議
会

か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

表　彰
毛
利
・
高
田
交
通
安
全
指

導
員
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

▲�高田美香指導員（左）、毛利隆
指導員（右）

～２０２３年の納付期限一覧～

８月 31日は

納期限納期限
です

第２期
町 ・ 道 民 税
国 民 健 康 保 険 税
後期高齢者医療保険料
介 護 保 険 料｝　我が国固有の領土である歯舞諸島・色丹島・国後

島および択捉島からなる北方四島の早期返還の実現
は、道民、国民の長年にわたる願いです。
　北海道では、一日も早い北方領土問題解決のため、
毎年８月を「北方領土返還要求運動強調月間」とし
て重点的に各種運動を実施しています。今年も８月
25 日㈮に札幌市で開催される「北方領土返還要求北
海道・東北国民大会」に併せ、全道各地でさまざま
な運動を展開しますので、皆さんのご理解とご協力
をお願いします。

北海道総務部北方領土対策本部運動交流グループ
☎ 011・204・5069

問合せ先

感謝状
地
域
貢
献
活
動
に
感
謝

北
海
道
道
路
産
業
株
式
会
社

　

６
月
15
日
、
北
海
道
道
路
産
業

株
式
会
社
（
藤
巻
俊
一
代
表
取
締

役
）
の
地
域
貢
献
活
動
に
対
し
て
、

上
坂
町
長
よ
り
感
謝
状
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　

北
海
道
道
路
産
業
株
式
会
社

は
、
５
月
26
日
に
花
の
里
こ
ど
も

園
、
ひ
ま
わ
り
団
地
お
よ
び
図
書

館
の
駐
車
場
白
線
ラ
イ
ン
の
塗
装

を
行
い
、
本
町
の
施
設
の
維
持
管

理
に
対
し
て
多
大
な
貢
献
を
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

▲藤巻俊一代表取締役（左）

人　事
月
形
町

人
事
異
動

■
町
立
病
院

７
月
１
日
付
け　
　
　
　

敬
称
略

▽
看
護
科
看
護
師
（
新
採
用
）
蜂

谷
玲
佳

　強調月間中は、町民サロンに北方領土返還要求　強調月間中は、町民サロンに北方領土返還要求
署名コーナーを設置します。ご賛同いただける方署名コーナーを設置します。ご賛同いただける方
は署名にご協力をお願いします。は署名にご協力をお願いします。
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パソコン・スマホで申請できる！「ぴったりサービス」
■「ぴったりサービス」とは？

国が運営するオンラインで電子申請ができる
サービスです。

従来は窓口にお越しいただく必要のあった手続
きをパソコンやスマートフォンなどを利用して

「いつでも」、「どこでも」行うことができます。
※添付書類の原本の提出や役場での面談が必要な
場合があります

本人確認が必要な手続きも、「マイナンバーカー
ド」があれば、オンラインで完結することができ
ます。また、申請に必要な氏名や住所などをマイ
ナンバーカードから自動入力することもできます。

◇ぴったりサービスの
　接続はこちらから

■「ぴったりサービス」の使い方
利用できる手続きは左記のＱＲコードからご確

認ください。
ぴったりサービスを利用するためには、マイナ

ンバーカードの他、以下の物が必要です。

・パソコンを利用する場合
①インターネット接続可能なパソコン
② ICカードリーダライタ

・スマートフォンを利用する場合
マイナンバーカード読み取り対応機種のスマー
トフォン

制度全般に関する問合せ先

総務課危機管理係　☎ ＩＰ 53・2321

ス
」
10
月
21
日
㈯
・
10
月
28
日

㈯
～
30
日
㈪　

４
日
間　

午
前

８
時
30
分
～
午
後
６
時
10
分

受�

講
料　

①
11
時
間
コ
ー
ス
２
４

０
０
０
円　

②
31
時
間
コ
ー
ス

５
５
０
０
０
円
（
消
費
税
・
テ

キ
ス
ト
代
込
み
）

申
込
期
限　

10
月
11
日
㈬

申�

込
・
問
合
せ
先　

美
唄
地
域
人

材
開
発
セ
ン
タ
ー
☎
63
・
４
２

１
８

その他
学
校
の
問
題
で
悩
む

家
族
の
た
め
の
交
流
会

　

学
校
の
集
団
行
動
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手
で
学
校
に
通

え
な
い
な
ど
で
お
困
り
の
お
子
さ

ん
の
家
族
を
対
象
に
、
次
の
日
程

で
情
報
交
換
や
相
談
な
ど
が
で
き

る
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。
お
気

軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※�

ご
家
族
以
外
や
お
子
さ
ん
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い

日�

時　

８
月
24
日
㈭　

①
午
前
10

時
～
正
午　

②
午
後
０
時
30
分

～
午
後
２
時
30
分

　

�

８
月
25
日
㈮　

③
午
後
６
時
30

分
～
午
後
８
時
30
分

　

�

８
月
以
降
は
月
２
・
３
回
不
定

期
で
開
催
を
予
定

参
加
費　

３
０
０
円

技
能
講
習
を

実
施
し
ま
す

その他
　

美
唄
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

で
は
、
次
の
と
お
り
を
技
能
講
習

を
実
施
し
ま
す
。

●
は
い
作
業
主
任
者
技
能
講
習

日�

時　

10
月
７
日
㈯
～
８
日
㈰　

　

�

２
日
間　

午
前
９
時
～
午
後
６

時
20
分

受�

講
料　

２
３
０
０
０
円
（
消
費

税
・
テ
キ
ス
ト
代
込
み
）

申
込
期
限　

９
月
27
日
㈬

●
刈
払
い
機
安
全
衛
生
教
育

日�

時　

10
月
９
日
㈪　

午
前
９
時

～
午
後
４
時

受�

講
料　

１
４
０
０
０
円
（
消
費

税
・
テ
キ
ス
ト
代
込
み
）

申
込
期
限　

９
月
29
日
㈮

●
車
両
系
建
設
機
械
（
整
地
な
ど
）

　

運
転
技
能
講
習

日
時　

10
月
14
日
㈯
～
15
日
㈰

　

�

２
日
間　

午
前
８
時
30
分
～
午

後
６
時
10
分

受�

講
料　

４
６
０
０
０
円
（
消
費

税
・
テ
キ
ス
ト
代
込
み
）

申
込
期
限　

10
月
４
日
㈬

●�

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
技
能
講

習
日��

時　

①
「
11
時
間
コ
ー
ス
」
10

月
21
日
㈯
～
10
月
22
日
㈰　

２

日
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後

６
時
10
分　

②
「
31
時
間
コ
ー

　

令
和
５
年
10
月
１
日
着
工
の
工

事
か
ら
、
石
綿
含
有
に
関
す
る
事

前
調
査
は
、「
建
築
物
石
綿
含
有

建
材
調
査
者
」
な
ど
の
有
資
格
者

が
行
う
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　

石
綿
障
害
予
防
規
則
に
よ
り
、

工
事
の
規
模
に
か
か
わ
ら
ず
、
工

事
対
象
と
な
る
す
べ
て
の
範
囲
に

つ
い
て
石
綿
が
含
ま
れ
て
い
る
か

事
前
に
調
査
を
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

詳
し
く
は
北
海
道
労
働
局
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
内
の
「
石
綿
障
害
予
防
対

策
に
つ
い
て
」 

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問�

合
せ
先　

厚
生
労
働
省　

北
海

道
労
働
局
・
労
働
基
準
監
督
署

　

☎
22
・
４
４
９
０

定
員　

各
回
５
名

会�

場　

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
赤
レ
ン

ガ
（
岩
見
沢
市
有
明
町
１
番
地

14
）

問�

合
せ
先　

家
族
サ
ポ
ー
ト
グ

ル
ー
プ
g
e
m　

☎
０
９
０
・
９

　

�

５
１
４
・
０
３
３
７
（
定
員
に

空
き
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
当
日

申
し
込
み
も
可
能
）

その他
石
綿
含
有
建
材
調
査
が

必
要
に
な
り
ま
す

ＱＲコード
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Ｊ
Ｒ
北
海
道
と
の
交
渉
経
過

令
和
３
年
４
月
～

　

�

鉄
道
施
設
撤
去
工
事
の
協
議

開
始

令
和
３
年
４
月

　

�

月
形
町
Ｊ
Ｒ
札
沼
線
鉄
道
跡
地

活
用
の
基
本
方
針
素
案
策
定

令
和
３
年
５
月

　

�

基
本
方
針
素
案
の
住
民
説
明
、

意
見
募
集

令
和
５
年
３
月
８
日

　

�

鉄
道
施
設
撤
去
工
事
に
関
す

る
協
定
書
締
結
（
橋
り
ょ
う
、

建
物
、
停
車
場
）

令
和
５
年
４
月
３
日

　

�

月
形
町
Ｊ
Ｒ
札
沼
線
鉄
道
跡

地
活
用
の
基
本
方
針
策
定

令
和
５
年
６
月
１
日

　

�

譲
渡
契
約
書
締
結
（
土
地
、
工

作
物
、
貸
付
物
件
）

鉄
道
用
地
の
譲
渡
に
つ
い
て

（
農
業
者
へ
先
行
実
施
）

　

鉄
道
用
地
に
つ
い
て
、「
農
作

業
を
効
率
化
す
る
た
め
作
業
道
に

す
る
」、「
農
地
が
分
断
さ
れ
て
い

る
の
で
、
農
地
に
す
る
」
な
ど
農

業
振
興
に
資
す
る
活
用
が
見
込
め

る
場
合
、
農
業
者
へ
優
先
的
に
譲

渡
を
進
め
ま
す
。

譲
渡
対
象
者

○
町
内
に
住
民
登
録
し
て
い
る
方

○�

鉄
道
用
地
に
面
し
た
土
地
を
所

有
し
て
い
る
、
ま
た
は
耕
作
し

て
い
る
方

○�

譲
渡
後
、
適
切
な
管
理
が
で
き

る
方

譲�

渡
価
格　

固
定
資
産
評
価
額
に

よ
り
算
出
（
雑
種
地
ま
た
は
山

林
単
価
）

譲�

渡
条
件　

現
状
有
姿
で
の
譲
渡
、

ま
た
は
レ
ー
ル
、
枕
木
、
電
気

設
備
を
撤
去
後
に
譲
渡

受�

付
期
限　

令
和
７
年
３
月
31
日

㈪
ま
で

問�

合
せ
先　

企
画
振
興
課
地
域
振

興
係
☎
ＩＰ
53
・
２
３
２
５

　

月
形
町
Ｊ
Ｒ
札
沼
線
鉄
道
跡
地

活
用
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
、
町

民
の
皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
ま
す
。

　

こ
の
基
本
方
針
は
、
Ｊ
Ｒ
北
海

道
か
ら
譲
渡
を
受
け
る
歴
史
あ
る

鉄
道
跡
地
を
町
の
財
産
と
し
て
、

ま
た
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
貴

重
な
資
源
と
し
て
有
効
活
用
す
る

た
め
策
定
し
ま
し
た
。

【
跡
地
活
用
の
方
向
性
】

　

本
町
に
広
が
る
広
大
な
農
地
、

旧
石
狩
月
形
駅
周
辺
の
住
宅
地

と
、
町
全
体
の
自
然
環
境
に
配
慮

す
る
と
と
も
に
、
鉄
路
の
記
憶
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
跡
地
利
用

を
計
画
的
に
推
進
す
る
。

　

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
住

民
の
生
活
に
与
え
る
影
響
な
ど
十

分
考
慮
し
、
必
要
に
応
じ
て
、
利

用
条
件
の
付
与
に
つ
い
て
検
討
す

る
。

【
跡
地
の
具
体
的
な
活
用
方
法
】

① 

交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

　

交
通
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い
て

は
、
町
道
の
新
設
や
道
路
拡
幅
な

ど
を
実
施
し
、
住
民
生
活
の
利
便

性
の
向
上
を
図
る

② 

鉄
道
レ
ガ
シ
ー
の
継
承

　

鉄
路
の
記
憶
と
風
景
な
ど
を
継

承
す
る
た
め
、
鉄
道
施
設
や
鉄
道

備
品
の
一
部
を
保
存
す
る
。ま
た
、

旧
石
狩
月
形
駅
エ
リ
ア
を
町
民
の

憩
い
の
場
と
し
て
の
景
観
整
備
を

行
う

③ 
土
地
の
適
正
管
理

　

鉄
道
用
地
に
つ
い
て
は
、
将
来

に
わ
た
り
町
有
地
と
し
て
適
正
管

理
に
努
め
る

④ 

住
民
へ
の
譲
渡

　

鉄
道
用
地
は
、
土
地
の
取
得
を

希
望
す
る
町
民
に
原
則
と
し
て
有

償
譲
渡
す
る

　

鉄
道
用
地
に
面
し
て
い
る
農
地

が
多
い
た
め
、
農
業
者
な
ど
へ
の

譲
渡
を
最
優
先
と
し
、
農
作
業
効

率
の
向
上
、
田
園
風
景
及
び
農
村

地
域
の
景
観
維
持
に
配
慮
す
る
。

そ
の
他
、
住
環
境
の
整
備
や
景
観

保
全
が
図
ら
れ
、
有
効
活
用
が
見

込
め
る
場
合
に
お
い
て
も
譲
渡
の

対
象
と
す
る

⑤ 

そ
の
他
の
活
用

　

そ
の
他
の
活
用
方
法
は
、
地
域

の
意
見
を
踏
ま
え
進
め
て
い
く
も

の
と
す
る

月
形
町

月
形
町
Ｊ
Ｒ
Ｊ
Ｒ
札
沼
線
鉄
道
跡
地
活
用
の

札
沼
線
鉄
道
跡
地
活
用
の

基
本
方
針
に
つ
い
て

基
本
方
針
に
つ
い
て

旧
札
比
内
駅
舎
の
有
効
活
用
に
つ

い
て

　

Ｊ
Ｒ
札
沼
線
旧
札
比
内
駅
舎
を

活
用
し
、
札
比
内
地
域
の
活
性
化
、

月
形
町
内
の
鉄
道
レ
ガ
シ
ー
や
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
有
効
活
用
し
て

い
た
だ
く
方
を
公
募
し
ま
す
。

譲
渡
す
る
建
物

○
物
件
名　

旧
札
比
内
駅
舎

○�

住
所　

樺
戸
郡
月
形
町
１
０
０

　

１
番
地
２

○�

構
造　

木
造
平
屋
建
て
（
床
面

積
３
６
・
６
５
㎡
）

○
譲
渡
方
法　

現
状
有
姿
の
ま
ま

　

引
き
渡
し
ま
す

譲
渡
対
象
者　

町
民
ま
た
は
町
内

　

に
住
所
を
有
す
る
法
人

受
付
期
限　

８
月
25
日
㈮
ま
で

問�

合
せ
先　

企
画
振
興
課
地
域
振

興
係
☎
ＩＰ
53
・
２
３
２
５

　

一
般
譲
渡
希
望
の
方
は
随
時

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

譲
渡
条
件
な
ど
の
詳
細
に
つ
い

て
は
今
後
改
め
て
周
知
い
た
し

ま
す
。
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～知っていますか ? 建退共制度～～知っていますか ? 建退共制度～
　建退共制度は中小企業退職金共済法に基づき建設現場労働者の福祉の増進と建設業を営む中小企業の振興
を目的として設立された退職金制度です。
　この制度は、事業主の方々が、労働者の働いた日数に応じて掛金となる共済証紙または退職金ポイントを
積み立て、その労働者が建設業界で働くことをやめたときに建退共から退職金を支払うという、いわば業界
全体での退職金制度です。電子申請方式の活用で、手続きが便利になっております。

●特長
・国の制度なので安全、確実、申し込み手続は簡単です。
・経営事項審査で加点評価の対象となります。
・掛金の一部を国が助成します。
・掛金は事業主負担となりますが、法人は損金、個人では必要経費として扱われ、税法上全額非課税となります。
・掛金は、インターネットを利用した電子申請での納付も可能です。
・事業主が変わっても退職金は企業間を通算して計算されます。

●電子申請方式で共済証紙にかかる事務負担が軽減します

・金融機関での共済証紙の購入が不要となり、社内のパソコンで退職金ポイントを購入できます。
・�共済証紙の共済手帳への貼付・消印や下請への交付・確認が不要となり、購入した退職金ポイントから自

社や下請の被共済者に掛金として充当されます。
・退職金ポイント購入額や掛金充当額などがサイト上で自動管理されるので、残高管理の負担が軽減します。
・電子申請方式で発行する掛金収納書などは、公共工事における工事関係書類の電子化に対応しています。

●建退共から事業主の皆さまへのお願い

・�共済証紙は、労働者の就労日数に応じて適正に貼付して下さい。電子申請方式の場合は、労働者の就労日
数に応じて退職金ポイントを適正に充当して下さい。

・�「建設業退職金共済手帳」を所持している労働者が、建設業界を引退するときは、忘れずに退職金を請求す
るよう指導して下さい。

ホームページ「建退共」に、制度説明用動画、Q&A など建退共制度の知りたい情報が記載されています。
※地震などにより災害救助法が適用された皆様に対し、各種手続の特例措置を実施しております。

問合せ先　  独立行政法人　勤労者退職金共済機構　建退共北海道支部 ☎ 011・261・6186

アイヌの方々からの様々なご相談をお受けします

　公益財団法人　人権教育啓発推進センターでは、アイヌの方々の悩みをお受けするフリーダイヤルを開設
しております。嫌がらせ、差別、プライバシー侵害などのご相談もお受けします。
　ご希望によりアイヌの相談員が応じます。

◆本相談事業は、（公財）人権教育啓発推進センターが、厚生労働省生活相談充実事業により実施するものです。

受付　月曜日～金曜日  午前 9 時～午後 5 時（祝日、12 月 29 日～１月３日を除く）

公益財団法人　 人権教育啓発推進センター
〒 105-0012　東京都港区芝大門 2-10-12　ＫＤＸ芝大門ビル 4 階

アイヌの方々のための
相談専用フリーダイヤル ０１２０・７７１・２０８

相談無料

匿名可

秘密厳守問合せ先

～全国のアイヌの方々のための電話相談を行っています～


